
粛新！覚一毎！光
一 2009年 (平成21年 )6月 14日 (日曜日) 16版 第2社会 34

悲
劇
は
突
然
訪
れ
た
。

６
年
前
の
９
月
１
日
朝
。

空
知
管
内
南
幌
町
の
中
学

３
年
生
の
白
倉
美
紗
さ
ん

＝
当
時
（
１４
）
Ｈ
は
学
校
祭

の
準
備
で
家
を
２０
分
早
く

出
て
、
自
宅
近
く
で
ト
ラ

ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
た
。

「
心
肺
停
止
で
病
院
に

運
ば
れ
ま
し
た
」

知
ら
せ
を
受
け
て
母
裕

美
子
さ
ん
（
３９
）
と
父
博
幸

さ
ん
（
３８
）
は
、
事
故
現
場

に
残
る
娘
の
赤
い
靴
に
胸

を
話
ま
ら
せ
、
病
院
に
駆

け

つ
け
た
。
融
挫
傷
と
外

傷
性
シ

ョ
ッ
ク
。
医
師
は

「
脳
が
や
ら
れ
て
い
る
。意

識
は
戻
ら
な
い
」
と
告
げ

た
。脳
死
判
定
は
な
い
が
、

両
親
は
今
、
脳
死
に
近
か

っ
た
の
で
は
と
思
う

。

ベ
ッ
ド
の
娘
は
顔
に
小

さ
な
傷
が
あ
る
だ
け
。
稿

や

か

な

表

情

と

温

か

な

体
。

「起
き
て
！
　
起
き

て
よ
！
」
。
家
族
は
泣
き

叫
び
続
け
た
が
、
１
時
間

弱
で
命
の
炎
は
消
え
た
。

今
国
会
で
採
決
予
定
の

臓

器

移

植

法

改

正

案

に

は
、
脳
死
を

一
律
に
人
の

死

と

す

る

案

が

含

ま

れ

る
。今
、
父
母
は
思
う
。

あ

の

パ

ニ

ッ
ク

状

態

で
、
医
師
か
ら

「
脳
死
は

人
の
死
で
す
。
臓
器
提
供

し
ま
す
か
？
」
と
問
わ
れ

た
ら
…
。
提
供
は
拒
否
で

き
る
と
い

っ
て
も
、
娘
の

体
を
奪
わ
れ
る
怒
り
が
爆

発
す
る
だ
ろ
う
。
大
切
な

「
み
と
り
」
の
時
間
を
失

う
の
で
は
な
い
か
。

２
年
生
存
も

脳
死
判
定
後
１
週
間
で

心
停
止
に
至
る
と
い
う
医

学
的
知
見
が
通
用
し
な
い

生
き
て
い
れ
ば
今
年
が
成
人

式
―
。
合
成
で
振
り
袖
を
着

せ
た
肖
像
写
真
を
作
っ
て
祝

っ
た
白
倉
美
紗
さ
ん
の
両

親
。
１４
歳
で
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
娘
を
思
う
気
持
ち
は
少

し
も
変
わ
ら
な
い

症
例
が
あ
る
。

札
医
大
の
２
０
０
６
年

の
報
告
で
は
、
臨
床
的
脳

死
と
な

っ
た
１
歳
半
の
男

児
が
、
発
症
後
２
年
以
上

も
人
工
呼
吸
器
を
使

っ
て

生

き

続

け

る

例

が

あ

っ

た
。
在
宅
で
療
養
し
、
発

育
も
あ
り
、

「
家
族
は
愛

情
を
持

っ
て
子
供
を
支
え

た
」
（
札
医
大
小
児
科
）
。

大
阪
の
枚
方
市
民
病
院

が
過
去
の
１
２
１
例
を
文

献
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
脳

死
判
定
し
た
１５
歳
未
満
の

小
児
の
う
ち
、
∞
日
以
上

心
臓
が
動
き
続
け
た
症
例

が
２
割
あ

っ
た
。
同
病
院

の
国
辺
卓
也

・
小
児
科
主

任
部
長
は

「
子
供
の
脳
死

判
定
は
難
し
く
、
心
停
止

ま

で
時

間

が

か

か

っ
た

り
、
自
発
呼
吸
が
一展
る
例

も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
心

停
止
ま
で
の
時
間
を
み
と

り
と
と
ら
え
れ
ば
、
親
子

に
と

っ
て
無
意
味
な
時
間

で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

複
雑
な
思
い

族
は
狭
拘
卿
廟
煉
斡
鱗
巌

つ
き
ま
と
う
。

１
年
前
、
く
も
膜
下
出

血
で
札
幌
の
病
院
に
運
び

込
ま
れ
た
５０
代
の
女
性
。

脳
死
状
態
だ

っ
た
。
ド
ナ

ー
カ
ー
ド
に
臓
器
提
供
が

記
さ
れ
て
い
た
が
、

「
体

を
傷

つ
け
た
く
な
い
」
な

ど
と
反
対
し
た
家
族
が
い

た
。
女
性
の
母
は

「意
思

を
生
か
し
た
ほ
う
が
い
い

の
か
」
と
悩
ん
だ
が
、
提

供
は
見
送

っ
た
。

「
臓
器
提
供
に
ご
協
力

を
」

「
子
供
の
命
を
助
け

て
く
だ
さ
い
」
―
。

国
内
で
移
植
が
広
が
ら

な
い
中
、
海
外
で
の
移
植

を
目
指
し
、
街
頭
で
募
金

を
求
め
る
人
た
ち
は
絶
え

な
い
。
娘
を
１４
歳
で
失

っ

た
自
倉
裕
美
子
さ
ん
は
、

そ

れ

を

見

る

た

び

に

思

う
。

「命
を
助
け
た
い
思

い
は
、
事
故
や
急
病
で
肉

親

を

失

っ
た

家

族

も

同

じ
。
臓
器
移
植
の
裏
に
あ

る
、
人
の
死
と
家
族
の
悲

し
み
を
忘
れ
な
い
で
」

「提
供
」
よ
り
み
と
り
た
い

子供の脳死 臓 器移植法の改正案

では、4案 中3案 が、胆死の子供か

らの服器移植を可能にする内容を合
む。ただ、体が小さい子供は物理的
に脳死判定が難しいほか、①虐待さ

れた子供が紛れ込む恐れがある②民

法で自己決定権が認められない15歳

未満の意思表示は正当か一などの問

題点が指摘されている。2008年の日

本小児救急学会の調査では、 「/」ヽ児
の脳死を死と受け入れられる」とし
た医師が過半数を占めたが、 「脳死
となった小児の道族の社会的精神的
ケアは、今の体制で可能か」との質

問には、75%が 「不十分J「 全くで

きない」と回答している。


